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前報においては,心自の発現 し易い酒米 と心自の発現し

難い良質多収品種 系統との組合せを比較 して,心自が出

易いレイメイあるいは酒米の組合せは大粒 で実用的な心自

粒の発現率が高いことを報告 した。このため,酒米の育成

を行 うに当たって希望個体を多く得るためには,(1)集団の

規模をさらに大 きくする,12)初期世代で,希望個体の密度

が高い集団を養成する,13)片親に能力の高い酒米母本を選

定する,と いう3方法を提案 した。

本報においては0)の可能性を知るため,極大粒酒米品種

である青系り号と大粒酒米品種である古城錦を共通親 とし

て,良質多収品種でやや短粒のむつかおり,やや粒幅のあ

るムッホナミ,及 びやや長粒のアキヒカリをそれぞれ交配

して,F2集団の粒形並びに心自粒の発現がどのように分布

しているかを調査した。
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3調 査 結 果

{1)雑種集団の一粒重分布及び心自粒の分布

青系79号 X良質多収品種のF2集団の一粒重分布は,いず

れの組合せ もはぼ同一の分布を示し,両親の一粒重の中間

に中心を持つ分布を示 し,酒造好適品種として実用的心自

粒の発現し易い25η以上の一粒重を持つ粒が全体の50%程

度を占めた。心白粒の発現 も一粒重25″以上になると増加

し始め,各粒重別の心自発現率は一粒重の大きい程高 くな

るが,前報で述べたF3 F4集団よりはその割合は低い。

古城錦 X良質多収品種のF2集団の一粒重分布は青系79号

×良質多収品種のF2集団の一粒重分布 とやや異なり,分布

の変動幅は小さかうた。心自粒の発現は一粒重25%以上の

粒でその割合が高くなるがその発現率は「 3・ F`集団より低

くなり青系79号の組合せと同じ傾向を示した。

また極大粒の青系79号 を母本とした雑種集団が古城錦を

母本とした雑種集団の心自発現率より低 く,F3 F4集団に

おける心自発現率と逆の傾向を示した。これらの傾向は心

自粒が粒重と独立に遺伝している事を示している。
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図 1 雑種集団の玄米一粒重分布 (F2)
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図 2 心自粒の一粒重分布 (F2)
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図 3 雑種集団の玄米粒幅分布 (F2)

(2}雑種集団の粒形分布

雑種集団の粒形分布は粒幅についてみると青系79号 との

組合せでは両親の中間に分布の中心があるものの良質多収

品種の粒幅のやや近 くに中心があり,古城錦との組合せで

は両親の粒幅の平均値に中心がある。

粒長については,酒造好適米の粒長と良質多収品種の粒

長と二つの山が見られ,長粒が劣性,短粒が優性である事

を示すが,いずれの組合せも,酒造好適米の粒長に最頻値

を示したが,粒長が 54“以下の良質多収品種間ではその

分分離の傾向が異なった。

粒厚については青系79号 との組合せでは粒厚の小さい粒

が優性,大 きい粒が劣性を示した。古城錦との組合せでは

良質多収品種と粒厚の差が小さい事もあってその傾向は,

はっきりしない。いずれの組合せも酒造好適米の粒厚に最

頻値を示した。

4 ま

酒造好適米の心自発現率は一般に70～80%程度の範囲で

あり,ま た玄米千粒重は25夕以上あれば実用的心自発現率

が高いとされてきた。このため酒造好適米を育成する手法

として,個体選抜集団における草型 諄長等は良質多収品

種の選抜方法と同じ手法を用いると同時に,観察によって

糎の大きさによる圃場選抜を加え,さ らに室内において,

心自率の高い個体を選抜してきた。しか t/こ の場合,大粒

の選抜率は高いが,心自発現個体の選抜率は,良質多収品

種の選抜率よりかなり低かった。このため初期世代より,

希望個体の密度の高い集団,すなわら心自発現率の高い集

団を養成する必要があった。

本試験の結果から,①粒長,粒幅,粒厚,心自はそれぞ

れ独立に遺伝するとみられる。②酒造好適米の心自の発現

と粒形との相関は粒厚>粒幅>粒長の順に高い。③粒大の

大きくなる程心自発現率が高い。④ 粒重を決定する粒幅に

ついては両親の中間に中心を持ち,粒長及び粒厚は劣性を

示すことが判った。

以上の事から,酒造好適品種の雑種集団をF2世代におい

て粒長及び粒厚について選抜する事によって心自発現率の

高い雑種集団を養成する事ができる。
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図 4 雑種集団の玄米粒長分布 (F2)

図 5 雑種集団の玄米粒厚分布 (F2)


